



































































































































































なった別の世界ではない。かりに前者を経験世界 A、後者を経験世界 B とすれば、
A は仮象と虚妄性を生起させる世界、いわば解体されるべき世界であり、B は真如
の自己顕現として肯定される世界である。A は空によって否定され、B は真如の自
己顕現態であるが、しかし A も B も経験されるべき世界にほかならない。真如を






















独立していることの前提は、「A は A である」という自明性である。アリストテレ
通信教育部論集　第20号　（2017年８月）
― 20 ―










































































































































































































































































































































































































































2) その基底部をなしていた資料としてたとえば『原因論』（Liber de causis）があげられる。
この書は最初アリストテレスによって書かれたものと見なされ、『純粋善論』（Kalām fī 
maḥḍ al-ḫayr）という名が冠せられていた。しかしその後の研究でこの書の原典はプロク













中心に年に 3 ～ 4回の研究会が開催されることになった。筆者も設立当時から参加してお
り、大きな刺激を受けている。この研究会は「原因論研究会」と称している。https://sites.
google.com/site/liberdecausisresearch/about
3)　Prince Ghazi bin Muhammad, Introduction to Common Graound, Shah-Kazemi R., Common 






















3) アリストテレス哲学における《実体》を表示するギリシア語は οὐσία である。中世にお























7) この訳出は、かつてウィーン大学教授であったフラウワルナー (Erich Frauwallner, 
1898-1974) が著書『仏教の哲学』(Die Philosophie des Buddhismus) のなかでサンスクリット
を独訳したテクストからのものである。そのドイツ語のテクストを以下にあげておく。
Wo das Bereich des Erkennens aufhört, hört auch das Benennbare auf. Denn das Wesen der 
Gegebenheiten ist wie das Nirvana ohne Entstehen und ohne Vernichtung.
Erich Frauwallner, Die Philosophie des Buddhismus, 4., ggegenüber der 3. durchges. unveränd. 





























































43)  この表現はエックハルトが「神」（Gott）と「神であったところのもの」（was Gott war）
とを区別し、後者を「神性の無」（das Nichts der Gottheit）と呼んでいることを想起させる。
44) 井筒俊彦、「創造不断――東洋的時間意識の元型」、『井筒俊彦全集』第９巻、慶應義塾
大学出版会、205年、38頁。
45) 井筒によれば、「アッラー」は存在の「元型」の名であって、一切の名を潜勢的に含む
「最大の名」である。「事事無礙・理理無礙」、『井筒俊彦全集』第9巻、7頁参照。
46)　『原像』、2頁。
47) ちなみに井筒はこの転換について「真空が妙有に切りかわる」と述べている。『原像』、
23頁。
48) 井筒豊子、「『意識の形而上学』あとがきに代えて」、『井筒俊彦全集』第0巻、595-506頁。
49)  井筒俊彦、「東洋思想」、『井筒俊彦全集』第0巻、285頁。
50)　「東洋思想」、『井筒俊彦全集』第0巻、286頁。
5)　「東洋思想」、『井筒俊彦全集』第0巻、287頁。
